
二
･
.

で

　

　

　

　

　

す

凝
約

㌧
P
T

i

～

議
案
第
七
十
八
号

i

三
朝
町
税
条
例
の
一
部
改
正
､
畷
つ
い
て

義
の
と
お
り
三
朝
町
挙
兵
例
の
1
部
を
改
正
蒙
る
こ
と
幣
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年

去
年
農
六
十
七
号
)
敷
九
十
六
集
束
一
項
の
規
定
紅
よ
り
'
本
番
会
の
轟
決
を
求
め
る
｡

.)L･
1

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
十
八
日

三

葡

町

長

安

　

　

田

　

　

真

　

一

　

郎

､

府
和
犬

弐
単
票
伺
弐
春
日
　
原
案
可
決
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三

朝

町

条

例

第

　

　

　

号

<

三
朝
町
税
条
例
の
l
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
税
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
親
和
兵
例
弟
十
八
号
)
の
二
瀞
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

意
志
集
中
｢
空
夢
二
十
表
中
-
芸
完
r
鼻
音
二
十
完
の
八
苦
慧
び
芙
項
｣

紅
､
｢
第
五
寧
転
を
｢
第
四
項
｣
に
改
め
る
｡

撃
二
十
四
条
の
こ
申
r
配
偶
者
控
除
讐
の
下
.
に
｢
,
韓
偽
者
療
別
線
除
瀦
｣
を
加
え
る
｡

第
三
十
四
兵
の
三
森
l
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
.
る
｡

/

　

　

　

　

　

　

　

　

＼



支
払
報
告
書
｣
の
下
に
　
｢
又
は
公
的
年
金
等
支
払
.
報
告
書
｣
を
'
｢
現
在
に
お
い
て
給
与
｣
の
下
に
｢
叉

)

は
公
的
年
金
等
｣
を
'
｢
お
い
て
給
与
所
得
以
外
の
所
得
｣
　
の
下
に
　
｢
叉
は
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以

一

/

一

外
の
所
得
｣
を
お
え
､
｢
｢
給
阜
所
得
｣
を
一
｢
｢
給
与
所
得
等
｣
に
改
め
､
同
条
弟
三
嘆
中
｢
給
与
支
私

報
告
者
｣
の
下
紅
｢
叉
は
南
桑
集
主
項
の
金
牌
〕
年
金
等
支
払
報
告
書
｣
を
加
え
'
｢
給
与
所
得
｣
を
｢
給

与
新
得
等
L
l
忙
艶
め
､
同
義
第
四
項
申
r
給
与
所
得
｣
を
′
｢
給
与
所
得
等
｣
に
改
め
､
 
'
同
条
第
六
項
中
｢

第
二
嘗
二
十
六
茶
賂
一
項
｣
の
下
旺
1
r
叉
は
第
三
項
｣
を
'
＼
｢
給
与
所
得
｣
の
､
下
に
｢
又
は
公
的
年
金
等
"

に
係
る
所
得
｣
を
加
え
'
｢
写
｣
　
を
　
｢
写
し
｣
　
に
改
め
る
｡

集
四
十
集
束
一
項
た
だ
し
事
を
削
る
?

弟
四
十
四
条
寮
一
項
簾
一
号
や
｢
年
金
'
恩
給
そ
の
他
L
l
を
削
る
｡

/

集
四
十
八
粂
第
-
項
申
｢
昏
撃
工
膏
七
十
千
集
の
八
東
一
項
か
ら
撃
】
毒
ま
で
乱
び
第
五
項
の
申
奇
書

遵
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
-
嶺
か
ら
撃
)
毒
ま
で
及
び
巣
穴
項
の
規
定
紅
よ
る
納
期
限
ま
で
に
｣
を
r
､
鎮
集

玉
音
二
十
l
集
,
の
八
第
一
項
'
衰
二
項
'
第
四
項
>
弟
七
項
及
び
弟
八
項
の
規
定
に
よ
る
串
早
春
を
'
同
.

桑
集
l
項
'
鳥
二
項
'
-
第
四
墳
及
び
第
八
項
の
申
告
納
付
に
あ
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
娩
定
に
よ
る

納
期
限
ま
で
拡
'
同
条
集
七
嶺
の
頼
拳
納
付
に
′
あ
つ
て
は
遵
薄
な
く
｣
に
改
め
､
岡
集
束
二
項
申
｢
第
三



I

P

､

　

　

　

　

ノ

r

.

k

l

 

i

f

q

空
手
一
条
の
八
第
八
項
｣
を
｢
第
三
盲
二
十
一
条
の
八
第
九
項
｣
虻
改
め
､
同
条
第
三
項
申
｢
第
三
育

二
十
完
の
八
撃
一
議
の
規
定
に
-
よ
る
｣
を
｢
声
三
宮
二
十
一
条
の
八
第
七
項
の
j
k
'
｢
同
条
第
七
項
｣

を
蒜
集
藤
六
項
｣
に
･
｢
第
三
官
二
十
芸
の
八
第
一
項
叉
は
第
二
項
｣
を
｢
第
三
官
二
十
完
の
八

森
3
境
､
第
二
項
叉
は
簾
田
項
L
 
L
i
改
め
,
｢
堤
出
し
た
日
(
｣
の
下
院
｢
凍
第
三
盲
二
十
完
の
<
東

)

泉
嶺
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
で
当
事
｣
を
加
え
'
｢
場
合
に
は
｣
を
｢
と
き
は
｣
に
改
め
､
同
条
集

四
項
申
r
集
玉
項
｣
を
｢
第
四
項
L
 
k
'
f
同
県
警
二
頓
｣
警
蒜
集
鼠
七
項
｣
9
.
｢
当
薪
申
音
響
を

振
出
し
た
日
(
当
薪
申
告
事
が
そ
の
遠
出
期
限
前
に
連
出
さ
れ
た
場
合
紅
は
｣
を
｢
当
薪
申
卓
8
[
を
推
出

し
た
8
(
法
華
二
育
二
十
1
条
の
八
東
入
項
の
洩
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
で
当
薪
申
告
-
事
が
そ
の
振
出
期

限
前
忙
溝
出
さ
れ
た
と
き
は
L
k
改
め
る
｡

集
五
十
粂
竺
毒
中
｢
賂
五
空
を
｢
東
田
項
｣
に
'
｢
同
条
警
三
嘆
の
魂
定
に
よ
る
中
巻
｣
を
｢
同

メ

義
第
八
項
の
申
告
納
付
｣
忙
改
め
'
同
条
第
二
義
中
｢
親
玉
嘆
｣
亨
｢
賂
四
項
｣
に
改
め
る
｡

集
五
十
三
条
L
e
甥
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

六
十
万
円
以
下
の
金
額

青

　

倉

　

の

　

三

六
十
万
円
を
超
え
る
金
葡

百

　

分

　

の

　

五
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附
則
第
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
集
二
項
申
r
,
僻
和
六
十
二
年
十
二
月
二
手
l
日
｣
を
｢
暗
和
六
十
三

/

年
三
月
J
l
u
十
l
日
｣
　
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
六
条
の
/
1
7
T
弟
三
項
東
二
号
申
｢
過
大
報
珊
額
｣
撃
｢
過
大
報
酬
等
の
額
｣
に
改
め
'
同
条
東

/

田
項
を
削
り
'
同
条
第
五
項
を
周
桑
集
周
項
と
す
る
｡

.
附
則
弟
十
六
条
の
四
弟
]
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
｡

だ
だ
L
t
次
粂
第
7
現
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
事
業
所
得
及
び
雑
所
得
に
つ
い
て
は
､
こ
の
限
り
で
な

ヽ

　

O

_
Y

附
射
第
十
六
条
の
四
の
次
に
次
の
一
兵
を
加
え
る
.

(
超
琴
期
所
有
土
地
の
競
演
学
匠
係
る
事
業
所
得
等
紅
係
る
町
民
税
の
轟
税
.
Q
特
例
)

＼

l

.

　

　

　

　

　

　

.

)

.



第
十
六
条
の
五
　
′
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
限
り
'

l

所
得
朝
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
位
租
税
特
別
措
置
法
警
手
八
兵
の
五
第
l
項
に
規
定
す
る
事
業
所

弥
叉
は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
は
,
当
萩
事
業
所
待
針
び
雑
所
得
L
i
つ
い
て
は
､
空
事
三
条
及
び

撃
二
十
四
兵
望
蒜
競
走
に
か
か
わ
ら
ず
'
他
の
所
得
と
区
分
L
t
前
年
中
の
点
燈
期
所
有
土
地
等
に

｣

雪
事
廃
所
得
警
金
額
(
療
磯
風
竺
十
三
至
芸
妄
紅
芸
す
る
超
短
期
所
有
土
漕
可
に
係

隻

る
事
業
所
得
等
.
e
金
額
を
い
う
｡
以
下
本
項
瓜
お
い
て
南
じ
｡
)
紅
潮
L
t
次
に
絡
げ
る
食
額
の
う
ち

い
ず
れ
か
多
い
金
頑
に
相
当
す
る
.
町
民
癖
の
新
得
判
を
課
す
る
｡

丁
　
超
短
期
所
有
土
地
等
紅
係
る
鼻
薬
所
得
等
の
金
額
(
望
遠
忙
お
い
て
準
用
す
る
前
条
望
一
項
免

一
号
の
規
定
に
よ
り
頚
用
き
れ
る
撃
二
十
四
条
の
こ
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
'
そ
の
適
用

後
の
金
額
｡
打
号
忙
お
い
て
r
遠
海
細
所
有
土
地
＼
専
l
･
S
i
係
る
蘇
我
事
業
所
得
等
の
金
額
｣
と
.
い
う
｡
)

㌔

の
,
百
分
の
十
1
紅
相
当
す
る
金
額
ゝ

ノ

二
　
超
短
期
所
有
土
地
等
に
腐
る
殊
琴
事
業
所
得
等
の
金
額
と
当
萩
年
度
分
の
課
税
稔
所
得
金
額
へ
附
i

則
第
十
六
条
の
四
第
t
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
等
食
紅
は
'
同
項
空
言
に
規
準
す
る
合
計
額
と

し
､
,
附
則
第
十
八
集
集
表
あ
親
愛
の
適
用
が
あ
り
勺
か
つ
'
附
恥
第
十
六
条
の
四
集
1
項
の
規
定

弟
l
項
第
二

規
定
す
る
合
計
額
｡
以
下
本
号
に
お



に
相
当
す
る
金
頼

ヱ
　
前
項
の
規
定
.
ほ
､
岡
項
紅
規
定
す
る
事
業
所
得
叉
は
雑
所
得
で
法
附
則
第
三
十
三
条
の
四
第
二
項
忙

裁
定
す
る
も
の
紅
つ
い
て
は
､
適
用
し
な
い
｡

3
　
前
条
第
三
項
の
規
定
は
'
第
1
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡
こ
の
場
合
に

＼

お
､
い
て
･
｢
附
則
倉
十
六
集
の
四
集
一
環
｣
,
と
あ
る
の
ほ
｢
附
細
第
十
六
条
の
五
第
1
項
｣
と
､
｢
土

地
等
｣
と
あ
る
の
は
｢
超
短
期
所
有
土
地
等
｣
と
､
｢
第
二
十
八
集
の
′
四
第
丁
項
｣
と
あ
る
の
は
｢
第

)

二
十
八
条
の
五
第
l
項
｣
と
耗
み
替
え
志
も
の
と
す
る
｡

～

附
則
第
十
七
集
の
二
第
)
.
項
及
び
集
二
項
申
｢
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
相
和
六
十
三
年
度
ま
で
｣
を
r

㌦
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
由
和
六
十
六
年
度
ま
で
｣
転
改
め
る
｡

執
義
弟
三
を
次
の
よ
う
乾
改
め
る
｡

.

.

　

　

　

■

ご

,



(附痢弗ヲ森閑係)

退職所得に係る町民我の特別徴収就額表

我　一　報

以　′　上l未　　練ノ東　　胡瓜　　　上

品
温
卿
叩
脚
脚
脚
卿
脚
S
,
脚
脚
脚
脚
如
獅
脚
脚
脚
恕
卿
脚
抑
脚
脚
柳
御
脚
柳
脚
脚
脚
仰

円
　
?
畑
榔
鮒

鞘
鵬

抑畑

棚
-
叩
伽
㈱
Ⅷ
Ⅷ

思
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
.
脚
脚
脚
脚
脚
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(珪)七の轟においでr適職所持捷除8健除牡の適職手当等の金軌とは-;
･退職手当等の金銀から退職群書嘩特額を姓除した鼓棋軌1.ラ.

(&考卜我概を求めるに臥号ず､判呼称革革申嘩捨象の適職事当等の金薪を求軌

次に､モめ金銀把応じてr脚繊細捷換故の退職手当等の金軌綱の



け綿細粒るものとし､そり行の畔地耶温故紬ている金掛声･その
る税敵である｡この壌食紅おいて､逸機斯界楼除彬掠妙退職手当等の金耕

｣は泊泊地内払上の地裁慈激怒の過併称稜徐棚故の逢坂手当等の金親の2

の1に穏当する金帝にも000周東溝の特赦があるとき恥その塊坪の金故に2

I:て弥許した金城を遜駿所称撞玲叔軽砕攻め過敏手鼻等ゆ金瀬から技除した

萩を脚桝連敗社中過痕事蛸中食鮎みなずも吟と淑そわ的

義挙や教範に 100円兼靖の増如;あるとさは､これセ切り捨てた慎むもって
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莞蛋撃等警盈後

以　　上 東　　　浦
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卿00
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邸00
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･卿00
y>■ 1ff

.卿

甥欝鵠警鵠後
以　　　上 兼　　併

税　　耕

38仰恥000円以上

221,帥

228m
出切嘩
229,600

乗じて幕出し

豊麗皐
㌔

遷義持神技捧

呈琵駅
薫じ{算出L,
た食傷Jrt~ら
lt40iTTkPは

まま托菅生

書記琵蔓草
簾じ<幕出し

隷盟主

慧まま誉萱

‡至急faE0書
乗じて算出t,P盟皇

(注)この轟において指紬席称捷徐額捜除後0退職手当等の金額｣とは､退職手当

等の金嬢から準職務称捜稔8tを撞持し串鼓概をいさ.　･

(伯考)税額を求める牢は､まず.. -退職所得捜徐額撞徐故の退職手当等の金額を求
･め､次に､その金額に由t:てr海鴨拝辞蛙韓概捷除故の退職手当等の金軌禰



¢鞍当する行を求めろものとし､.その行が義郎積監混載暮れている金銀軌

その乗鞍も我故である‥この嬢蝕約･て､漣職務特捜魚額適性故の適職手当

砂金塀が叫00,000

の重傷の2分の1

円以止の伽暑中適職所特捜除銀捜特攻の退職手当等

円尭練の肋があるよきは､そわ増裁

簸た虫を垂じでか好t,車重隻を卿聯捷紳捷嘩卿金額か
転議豪義蔭廟藤森繊汝沸教申讃義手嘩季華額妄毒義すもの

､考棚秘桝めき嘩蔽海将東嶺や繊数叫等を革ま･
LI L　　./ ~L.

奄もってモ¢求める洗練とすみ.

蔓れを堺や海洋　T
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